
新 旧 対 照 表

新 旧

高知県戦略的製品開発推進事業費補助金交付要綱

第１条～第４条 略

（補助事業の採択等）

第５条 前条に掲げる事業を実施しようとする者は、知事が別に定める手続に従って事業採

択の申請をしなければならない。

２ 知事は、前項の規定による申請がされたときは、別に定める高知県戦略的製品開発推進

事業費補助金審査会設置要綱に基づく審査を実施し、高知県戦略的製品開発推進事業費補

助金審査会に基づく審査会の意見を踏まえて補助事業の採択又は不採択を決定するもの

とする。

３ 知事は、採択の決定を行った場合は当該申請者に通知するものとし、不採択の決定を行

った場合はその理由等を付して、当該申請者に通知するものとする。

（補助金の交付の申請）

第６条 前条第２項の規定により採択の決定を受けた補助事業者は、補助金の交付を受けよ

うとするときは、別記第１号様式による補助金交付申請書を知事に提出しなければならな

い。

２ 補助事業者は、前項の規定による補助金交付申請書の提出に当たっては、当該補助金に

係る消費税仕入控除税額等（補助対象経費に含まれる消費税及び地方消費税相当額のう

ち、消費税法（昭和63年法律第108号）の規定により仕入れに係る消費税額として控除が

できる部分の金額及び当該金額に地方税法（昭和25年法律第226号）に規定する地方消費

税の税率を乗じて得た金額をいう。以下同じ。）を減額して申請しなければならない。た

高知県戦略的製品開発推進事業費補助金交付要綱

第１条～第４条 略

（補助金の交付の申請）

第５条 補助事業者は、補助金の交付を受けようとするときは、別記第１号様式による補助

金交付申請書を知事に提出しなければならない。

２ 補助事業者は、前項の規定による補助金交付申請書の提出に当たっては、当該補助金に

係る消費税仕入控除税額等（補助対象経費に含まれる消費税及び地方消費税相当額のう

ち、消費税法（昭和63年法律第108号）の規定により仕入れに係る消費税額として控除が

できる部分の金額及び当該金額に地方税法（昭和25年法律第226号）に規定する地方消費

税の税率を乗じて得た金額をいう。以下同じ。）を減額して申請しなければならない。た

だし、申請時において当該消費税仕入控除税額等が明らかでないものについては、この限



だし、申請時において当該消費税仕入控除税額等が明らかでないものについては、この限

りでない。

（補助金の交付の決定）

第７条 知事は、前条第１項の規定による補助金交付申請書の提出があった場合において、

その内容、補助金の交付の申請が適当であると認めた場合は、予算の範囲内で補助金の交

付を決定し、別記第２号様式による補助金交付決定通知書により当該補助事業者に通知す

るものとする。ただし、当該申請をした者（第10条第３項の規定により承継させようとす

る者を含む。）が別表第２に掲げるいずれかに該当すると認める場合は、この限りでない。

２ 知事は、前条第２項ただし書の規定により申請されたものについては、補助金に係る消

費税仕入控除税額等について、補助金の額の確定において減額を行うこととし、その旨の

条件を付して補助金の交付を決定するものとする。

３ 知事は、第１項の規定による通知に際して必要な条件を付することができる。

（補助の条件）

第８条 補助金の交付の目的を達成するため、補助事業者は、次に掲げる事項を遵守しなけ

ればならない。

（１）補助事業の実施に当たっては、別表第２に掲げるいずれかに該当すると認められる

者を契約の相手方としない等暴力団等の排除に係る県の取扱いに準じて行わなけれ

ばならないこと。

（２）補助事業の執行に際しては、県が行う契約手続の取扱いに準じて行わなければなら

ないこと。

（３）補助事業の遂行が困難となった場合は、速やかに知事に報告し、その指示を受けな

ければならないこと。

（４）県税及び県に対する税外未収金債務の滞納がないこと。

（補助金の交付の申請の取下げ）

第９条 補助事業者は、第７条第１項の規定による補助金の交付の決定の通知を受けた場合

において、交付の決定の内容又はこれに付された条件に不服があり、補助金の交付の申請

りでない。

（補助金の交付の決定）

第６条 知事は、前条第１項の規定による補助金交付申請書の提出があった場合において、

その内容、補助金の交付の適否等について審査し、適当であると認める場合は、予算の範

囲内で補助金の交付を決定し、別記第２号様式による補助金交付決定通知書により当該補

助事業者に通知するものとする。ただし、当該申請をした者（第９条第３項の規定により

承継させようとする者を含む。）が別表第２に掲げるいずれかに該当すると認める場合は、

この限りでない。

２ 知事は、前条第２項ただし書の規定により申請されたものについては、補助金に係る消

費税仕入控除税額等について、補助金の額の確定において減額を行うこととし、その旨の

条件を付して補助金の交付を決定するものとする。

３ 知事は、第１項の規定による通知に際して必要な条件を付することができる。

（補助の条件）

第７条 補助金の交付の目的を達成するため、補助事業者は、次に掲げる事項を遵守しなけ

ればならない。

（１）補助事業の実施に当たっては、別表第２に掲げるいずれかに該当すると認められる

者を契約の相手方としない等暴力団等の排除に係る県の取扱いに準じて行わなけれ

ばならないこと。

（２）補助事業の執行に際しては、県が行う契約手続の取扱いに準じて行わなければなら

ないこと。

（３）補助事業の遂行が困難となった場合は、速やかに知事に報告し、その指示を受けな

ければならないこと。

（４）県税及び県に対する税外未収金債務の滞納がないこと。

（補助金の交付の申請の取下げ）

第８条 補助事業者は、第６条第１項の規定による補助金の交付の決定の通知を受けた場合

において、交付の決定の内容又はこれに付された条件に不服があり、補助金の交付の申請



を取り下げようとするときは、交付の決定の通知を受けた日から起算して20日を経過した

日までにその旨を記載した書面を知事に提出しなければならない。

（補助事業の変更等）

第10条 補助事業者は、次の各号のいずれかに該当する場合は、あらかじめ別記第３号様式

による補助事業計画変更承認申請書を知事に提出し、その承認を受けなければならない。

（１）交付決定額の増額又は20パーセントを上回る減額変更を受けようとするとき。

（２）補助対象経費の経費区分ごとに配分された額の20パーセントを上回る金額をそれぞ

れの区分間で流用しようとするとき。

（３）補助事業の実施期間を延長しようとするとき。

（４）補助事業の内容を変更しようとするとき。ただし、次に掲げる軽微な変更は、この

限りでない。

ア 補助目的に変更をもたらすものでなく、かつ、補助事業者の自由な創意により、

より効率的な補助目的達成に資するものと考えられる場合

イ 補助目的及び事業効率に関係がない事業計画の細部の変更である場合

２ 補助事業者は、補助事業の全部若しくは一部を中止し、又は廃止しようとする場合は、

あらかじめ別記第３号様式の２による補助事業中止（廃止）承認申請書を知事に提出し、

その承認を受けなければならない。

３ 補助事業者は、補助事業の全部又は一部を他の者に承継させようとするときは、あらか

じめ別記第３号様式の３による補助事業承継承認申請書を知事に提出し、その承認を受け

なければならない。

４ 知事は、第１項の規定により補助事業計画変更承認申請書の提出があったとき、第２項

の規定により補助事業中止（廃止）承認申請書の提出があったとき又は前項の規定により

補助事業承継承認申請書の提出があったときは、その内容の適否等について決定を行い、

別記第４号様式による補助事業計画変更等承認（不承認）通知書により当該補助事業者に

通知するものとする。

５ 知事は、第１項の規定による承認をする場合において、必要に応じ補助金の交付の決定

の内容を変更し、又は条件を付することができる。

を取り下げようとするときは、交付の決定の通知を受けた日から起算して20日を経過した

日までにその旨を記載した書面を知事に提出しなければならない。

（補助事業の変更等）

第９条 補助事業者は、次の各号のいずれかに該当する場合は、あらかじめ別記第３号様式

による補助事業計画変更承認申請書を知事に提出し、その承認を受けなければならない。

（１）交付決定額の増額又は20パーセントを上回る減額変更を受けようとするとき。

（２）補助対象経費の経費区分ごとに配分された額の20パーセントを上回る金額をそれぞ

れの区分間で流用しようとするとき。

（３）補助事業の実施期間を延長しようとするとき。

（４）補助事業の内容を変更しようとするとき。ただし、次に掲げる軽微な変更は、この

限りでない。

ア 補助目的に変更をもたらすものでなく、かつ、補助事業者の自由な創意により、

より効率的な補助目的達成に資するものと考えられる場合

イ 補助目的及び事業効率に関係がない事業計画の細部の変更である場合

２ 補助事業者は、補助事業の全部若しくは一部を中止し、又は廃止しようとする場合は、

あらかじめ別記第３号様式の２による補助事業中止（廃止）承認申請書を知事に提出し、

その承認を受けなければならない。

３ 補助事業者は、補助事業の全部又は一部を他の者に承継させようとするときは、あらか

じめ別記第３号様式の３による補助事業承継承認申請書を知事に提出し、その承認を受け

なければならない。

４ 知事は、第１項の規定により補助事業計画変更承認申請書の提出があったとき、第２項

の規定により補助事業中止（廃止）承認申請書の提出があったとき又は前項の規定により

補助事業承継承認申請書の提出があったときは、その内容の適否等について決定を行い、

別記第４号様式による補助事業計画変更等承認（不承認）通知書により当該補助事業者に

通知するものとする。

５ 知事は、第１項の規定による承認をする場合において、必要に応じ補助金の交付の決定

の内容を変更し、又は条件を付することができる。



（状況報告）

第11条 複数年度にまたがる製品・技術開発を行う者は、当該年度の３月末の状況を翌年度

の４月末日までに別記第５号様式による補助事業遂行状況報告書により知事に報告しな

ければならない。

２ 補助事業者は、前項の規定によるほか、知事から要求があったときは、速やかに別記第

５号様式による補助事業遂行状況報告書を知事に提出しなければならない。

（実績報告等）

第12条 補助事業者は、補助事業を完了した日の翌日から起算して30日を経過した日又は補

助事業の完了した日以降の最初の３月31日までのいずれか早い日までに、別記第６号様式

による補助事業実績報告書を知事に提出しなければならない。

２ 補助事業者は、第６条第２項ただし書の規定により交付の申請をした場合は、前項の補

助事業実績報告書の提出に当たって、当該補助金に係る消費税仕入控除税額等が明らかに

なったときは、これを補助金額から減額して報告しなければならない。

３ 補助事業者は、第６条第２項ただし書の規定により交付の申請をした場合は、第１項の

補助事業実績報告書を提出した後に、消費税の申告により当該補助金に係る消費税仕入控

除税額等が確定したときには、その金額を速やかに別記第７号様式による消費税及び地方

消費税の額の確定に伴う報告書により知事に報告するとともに、当該金額を知事に返還し

なければならない。

４ 補助事業者は、賃上げ加算枠を活用した場合、第１項の規定による実績報告に合わせて、

別記６号様式の２による賃上げ状況報告書を知事に提出しなければならない。

（補助金の額の確定）

第13条 知事は、前条第１項の規定により補助事業実績報告書を受理した場合は、書類の審

査及び必要に応じて現地調査等を行い、補助事業の実施結果が補助金の交付の決定の内容

（第10条第３項の規定による承認をした場合にあっては、その承認した内容）及びこれに

付した条件に適合すると認めた場合は、補助金の額の確定を行い、当該補助事業者に補助

金を交付するものとする。この場合において、交付決定額及び補助事業実績報告書に記載

された補助金の額と確定を行った補助金の額とが相違する場合は、別記第８号様式による

確定通知書により補助事業者に通知するものとする。

（状況報告）

第10条 複数年度にまたがる製品・技術開発を行う者は、当該年度の３月末の状況を翌年度

の４月末日までに別記第５号様式による補助事業遂行状況報告書により知事に報告しな

ければならない。

２ 補助事業者は、前項の規定によるほか、知事から要求があったときは、速やかに別記第

５号様式による補助事業遂行状況報告書を知事に提出しなければならない。

（実績報告等）

第11条 補助事業者は、補助事業を完了した日の翌日から起算して30日を経過した日又は補

助事業の完了した日以降の最初の３月31日までのいずれか早い日までに、別記第６号様式

による補助事業実績報告書を知事に提出しなければならない。

２ 補助事業者は、第５条第２項ただし書の規定により交付の申請をした場合は、前項の補

助事業実績報告書の提出に当たって、当該補助金に係る消費税仕入控除税額等が明らかに

なった場合は、これを補助金額から減額して報告しなければならない。

３ 補助事業者は、第５条第２項ただし書の規定により交付の申請をした場合は、第１項の

補助事業実績報告書を提出した後に、消費税の申告により当該補助金に係る消費税仕入控

除税額等が確定した場合には、その金額を速やかに別記第７号様式による消費税及び地方

消費税の額の確定に伴う報告書により知事に報告するとともに、当該金額を知事に返還し

なければならない。

（補助金の額の確定）

第12条 知事は、前条第１項の規定により補助事業実績報告書を受理した場合は、書類の審

査及び必要に応じて現地調査等を行い、補助事業の実施結果が補助金の交付の決定の内容

（第９条第３項の規定による承認をした場合にあっては、その承認した内容）及びこれに

付した条件に適合すると認めた場合は、補助金の額の確定を行い、当該補助事業者に補助

金を交付するものとする。この場合において、交付決定額及び補助事業実績報告書に記載

された補助金の額と確定を行った補助金の額とが相違する場合は、別記第８号様式による

確定通知書により補助事業者に通知するものとする。



（補助金の支払）

第14条 補助金は、前条の規定により交付すべき補助金の額を確定した後に支払うものとす

る。

（財産の管理等）

第15条 補助事業者は、補助事業により取得し、又はその効用の増加した財産（補助事業に

おいて製造された装置等及び製品・技術開発の成果を含む。以下「取得財産等」という。

（取得価格又は効用の増加価格が50万円を超えるものに限る。））については、別記第９号

様式による取得財産等管理台帳を備え、補助事業の完了後においても、善良な管理者の注

意をもって管理し、その効率的な運用を図らなければならない。

（財産の処分の制限）

第16条 補助事業者は、取得財産等について減価償却資産の耐用年数等に関する省令（昭和

40年大蔵省令第15号）に規定する耐用年数に相当する期間内に、補助の交付の目的に反し

て使用し、譲渡し、交換し、貸し付け、廃棄し、又は担保に供する場合は、あらかじめ別

記第10号様式による財産処分承認申請書を知事に提出し、その承認を受けなければならな

い。

２ 知事は、前項に規定する財産の処分を承認した場合において、当該処分により補助事業

者に収入が生じた場合は、交付した補助金の全部又は一部に相当する金額を県に納付させ

ることができる。

（補助金の交付の決定の取消し）

第17条 知事は、補助事業者が次の各号のいずれか又は別表第２に掲げるいずれかに該当す

ると認めた場合は、補助金の額の確定の有無にかかわらず、補助金の交付の決定の全部又

は一部を取り消すことができる。

（１）法令若しくはこの要綱の規定又は法令若しくはこの要綱の規定に基づく処分若しくは

指示に違反した場合

（２）補助金を補助事業以外の用途に使用した場合

（３）補助事業に関して不正その他不適切な行為をした場合

（補助金の支払）

第13条 補助金は、前条の規定により交付すべき補助金の額を確定した後に支払うものとす

る。

（財産の管理等）

第14条 補助事業者は、補助事業により取得し、又はその効用の増加した財産（補助事業に

おいて製造された装置等及び製品・技術開発の成果を含む。以下「取得財産等」という。

（取得価格又は効用の増加価格が50万円を超えるものに限る。））については、別記第９号

様式による取得財産等管理台帳を備え、補助事業の完了後においても、善良な管理者の注

意をもって管理し、その効率的な運用を図らなければならない。

（財産の処分の制限）

第15条 補助事業者は、取得財産等について減価償却資産の耐用年数等に関する省令（昭和

40年大蔵省令第15号）に規定する耐用年数に相当する期間内に、補助の交付の目的に反し

て使用し、譲渡し、交換し、貸し付け、廃棄し、又は担保に供する場合は、あらかじめ別

記第10号様式による財産処分承認申請書を知事に提出し、その承認を受けなければならな

い。

２ 知事は、前項に規定する財産の処分を承認した場合において、当該処分により補助事業

者に収入が生じた場合は、交付した補助金の全部又は一部に相当する金額を県に納付させ

ることができる。

（補助金の交付の決定の取消し）

第16条 知事は、補助事業者が次の各号のいずれか又は別表第２に掲げるいずれかに該当す

ると認めた場合は、補助金の額の確定の有無にかかわらず、補助金の交付の決定の全部又

は一部を取り消すことができる。

（１）法令若しくはこの要綱の規定又は法令若しくはこの要綱の規定に基づく処分若しくは

指示に違反した場合

（２）補助金を補助事業以外の用途に使用した場合

（３）補助事業に関して不正その他不適切な行為をした場合



（４）補助金の交付の決定後に生じた事情の変更等により、補助事業の全部又は一部を継続

する必要がなくなった場合

（補助金の返還）

第18条 知事は、前条の規定に基づき補助金の交付の決定を取り消した場合において、当該

取消しに係る部分に関し、既に補助金が交付されている場合は、期限を定めて当該補助金

の返還を命ずるものとする。

（成果の取りまとめ）

第19条 事業完了後の補助事業の成果を報告するため、補助事業の完了した日の属する会計

年度の終了後５年間、当該年度の３月末の状況を翌年度の４月末日までに別記第11号様式

による実施状況報告書を知事に提出しなければならない。

２ 知事は、補助事業の成果について必要があると認める場合は、補助事業者に成果を発表

させることができる。

３ 知事は、補助事業者に対して、補助事業に基づき取得した成果の利用について指示する

ことができる。ただし、特許出願に係る成果の利用指示は、特許法（昭和34年法律第121

号）第64条の規定に基づく出願公開後に行うものとする。

（削除）

第20条～第21条 略

（グリーン購入等）

第22条 補助事業者は、補助事業の実施において物品等を調達する場合は、県が定める「高

知県グリーン購入基本方針」に基づき環境物品等の調達に努めるものとする。

２ 補助事業者は、補助事業の実施において物品等を調達する場合は、県が定める「公共調

達による地消地産推進戦略」に基づいた県産品の採用等に努めるものとする。

（４）補助金の交付の決定後に生じた事情の変更等により、補助事業の全部又は一部を継続

する必要がなくなった場合

（補助金の返還）

第17条 知事は、前条の規定に基づき補助金の交付の決定を取り消した場合において、当該

取消しに係る部分に関し、既に補助金が交付されている場合は、期限を定めて当該補助金

の返還を命ずるものとする。

（成果の取りまとめ）

第18条 事業完了後の補助事業の成果を報告するため、補助事業の完了した日の属する会計

年度の終了後５年間、当該年度の３月末の状況を翌年度の４月末日までに別記第11号様式

による実施状況報告書を知事に提出しなければならない。

２ 知事は、補助事業の成果について必要があると認める場合は、補助事業者に成果を発表

させることができる。

３ 知事は、補助事業者に対して、補助事業に基づき取得した成果の利用について指示する

ことができる。ただし、特許出願に係る成果の利用指示は、特許法（昭和34年法律第121

号）第64条の規定に基づく出願公開後に行うものとする。

（収益納付）

第19条 知事は、前条の成果により、補助事業者が補助事業の実施結果により収益が生じた

と認めた場合は、当該補助事業者に対し、交付した補助金の総額を上限として、知事が別

に定める金額の納付を命ずることができる。

第20条～第21条 略

（グリーン購入）

第22条 補助事業者は、補助事業の実施において物品等を調達する場合は、県が定める「高

知県グリーン購入基本方針」に基づき環境物品等の調達に努めるものとする。



第23条 略

附 則

１ この要綱は、令和６年５月31日から施行する。

２ この要綱は、令和11年５月31日限り、その効力を失う。ただし、この要綱に基づき

交付された補助金については、第12条第３項及び第15条から第21条までの規定は、同

日以降もなおその効力を有する。

附 則

この要綱は、令和７年４月８日から施行する。

附 則

この要綱は、令和８年４月１日から施行する。

第23条 略

附 則

１ 略

２ この要綱は、令和10年５月31日限り、その効力を失う。ただし、この要綱に基づき交付

された補助金については、第11条第３項及び第14条から第21条までの規定は、同日以降も

なおその効力を有する。

附 則

この要綱は、令和７年４月８日から施行する。



別表第１（第４条関係）

申請に関する要件
事業内容に関する要件

※主たる研究開発及び製造を県内において
行うものに限る

売上に関する要件

機
械

設
備
費

機械装置費
開発に必要な機械装置又は工具器具の購入等（改良、据付け、修繕）に要する経費
(注１)機械装置費は県内事業所に設置するものに限る。
(注２)導入する機械装置は取得価格50万円未満のものに限る。

謝金 指導、助言等を受けるために招へいした専門家への謝礼の支払に要する経費

原材料費 原材料、副資材及び消耗品の購入に要する経費

外注加工費
委託費

原材料等の再加工、設計、分析、検査等を外注、依頼等を行う場合に外注先への支払に要する経費
(注１)外注加工費及び委託費の合算の上限は、補助対象経費の２分の１を超えない額とする。
(注２)外注先が機器、設備等を購入する費用は、補助対象外とする。

その他事務
費 賃借料、印刷製本費、通信運搬費

特許等取得
費

特許権の取得等に要する経費（弁理士の手続代行費用、外国特許出願のための翻訳料等）
(注１) 開発・改良する製品・技術に関連するものに限る。
(注２) 出願料など特許庁に支払う経費は対象外とする。

機
械

設
備
費

機械装置費 開発に必要な機械装置又は工具若しくは器具の購入等（改良、据付け、修繕）に要する経費
(注１)機械装置費は県内事業所に設置するものに限る。

労
務
費

直接人件費

開発に直接従事する従業員（補助事業者と雇用関係が結ばれている者に限る。）の製品・技術の開発業務時間
に対応する人件費
(注１)人件費は、「基本給」を対象とする。
(注２)直接人件費は県内事業所に属する者に限る。
(注３)一般枠の直接人件費の上限は、補助対象経費の３分の１を超えない額とする。
(注４)イノベーション推進枠の直接人件費の上限は、補助対象経費の２分の１を超えない額とする。

謝金 指導、助言等を受けるために招へいした専門家への謝礼の支払に要する経費

原材料費 原材料、副資材及び消耗品の購入に要する経費

外注加工費
委託費

原材料等の再加工、設計、分析、検査等を外注、依頼等を行う場合に外注先への支払に要する経費
(注１)外注加工費及び委託費の合算の上限は、補助対象経費の ２分の１を超えない額とする。
(注２)外注先が機器、設備等を購入する費用は、補助対象外とする。

その他事務
費 賃借料、印刷製本費、通信運搬費

特許等取得
費

特許権の取得等に要する経費（弁理士の手続代行費用、外国特許出願のための翻訳料等）
(注１) 開発する製品・技術に関連するものに限る。
(注２) 出願料など特許庁に支払う経費は対象外とする。

補助要件

注１：事前の確認にあたっては、実施要領第４条に基づく事業採択申請書（エントリーシート）に必要事項を記入のうえ、申請締切の１か月前までに工業振興課に提出してください。内容確認後、製品開発支援チームに情報共有し、伴走支援を行います。

補助事業 取組内容 補助事業者 事業期間 経費
区分

種別
(費目） 補助対象経費の内訳 補助率及び補助限度額

開
発
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業

製品・技術の
開発に向けた、
調査や試作、
仮説の実証な
どへの挑戦

①製品や技術の開発・改良を目
的とした調査や部分試作、実証
試験など課題と解決方法が明確
な取組であること。

‐ １年以内
・補助率：２分の１以内
・補助限度額：100万円
（申請時の下限は10万円とする）事

業
費

一
般
枠

自社の売上増
加につながる高
付加価値な製
品・技術の開
発

①製造業分野において高付加価
値な製品・技術の開発を行う取
組であること

②開発する製品・技術が以下のう
ち１点以上を満たす取組であるこ
と
・社会課題の解決に貢献する
・ユーザーの利便性を向上させる
・ユーザーの経済性を向上させる
・県内初の製品・技術と見込まれ
る

事
業
費

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
枠

自社の売上増
加につながると
ともに、市場に
新しい価値を
生み出すことに
資する製品の
開発

上記(1)、(2)に
加えて、産業競
争力強化法
（平成25年法
律第18号）第
２条第24項に
規定する中堅企
業者

①製造業分野において高付加価
値な製品・技術の開発を行う取
組であること

②開発する製品・技術が以下4
点のうち１点以上を満たす取組で
あること
・社会課題の解決に貢献
・ユーザーの利便性を向上させる
・ユーザーの経済性を向上させる
・県内初の製品・技術と見込まれ
る

③開発が市場に新しい価値を生
み出すことに資する製品であるこ
と。

県内に本社又は
主たる事業所
（支社や営業
所、工場等）を
有する事業者

（１）中小企
業等経営強化
法（平成11年
法律第18号）
第２条第２項に
規定する中小企
業者等

（２）農業協
同組合法（昭
和22年法律第
132号）第４条
に規定する農業
協同組合、水産
業協同組合法
（昭和23年法
律第242号）第
11条第１項に
規定する漁業協
同組合又は森林
組合法（昭和
53年法律第36
号）第９条第
１項に規定する
森林組合

申請にあたっては、事前に製
品開発支援チームを統括す
る高知県産業振興センター
の確認（注1）を受けたも
のであること

製
品
開
発
事
業

申請時に作成する製品企
画書は以下の要件を満たす
計画とすること

【一般枠】
補助事業期間終了後5年
以内に、開発する製品・技
術の売上高が5,000万円
以上又は企業の総売上
（※）に占める割合が5％
以上になる計画であること

【イノベーション推進枠】
補助事業期間終了後5年
以内に、開発する製品・技
術の売上高が1億円以上
又は企業の総売上（※）
に占める割合が10％以上に
なる計画であること

※「企業の総売上」は主とし
て営む事業に限るものとする

２年以内
（令和8年度に交付
決定する事業で、事
業が令和9年4月1日
から令和11年3月31
日までの間に完了する

ものに限る。 ）

・補助率：２分の１以内
・補助限度額：
【一般枠】1,000万円
【イノベーション推進枠】2,000万円
（申請時の下限は50万円とする）

【賃上げ加算枠】
※令和8年度に交付決定する事業
で、事業が令和9年4月1日から令和
10年3月31日までの間に完了するも
のに限る。

令和８年度中に賃上げし、給与支
給総額を賃上げ前決算比で5.0パー
セント以上にする場合、補助率を３
分の2以内まで引き上げる。（補助
限度額は変更なし）

別表第１（第４条関係）

申請に関する要件 事業内容に関する要件 売上に関する要件

機
械

設
備
費

機械装置費
開発に必要な機械装置又は工具器具の購入等（改良、据付け、修繕）に要する経費
(注１)機械装置費は県内事業所に設置するものに限る。
(注２)導入する機械装置は取得価格50万円未満のものに限る。

謝金 指導、助言等を受けるために招へいした専門家への謝礼の支払に要する経費

旅費 社員旅費及び指導、助言等を受けるために招へいした専門家の旅費

原材料費 原材料、副資材及び消耗品の購入に要する経費

外注加工費
委託費

原材料等の再加工、設計、分析、検査等を外注、依頼等を行う場合に外注先への支払に要する経費
(注１)外注加工費及び委託費の合算の上限は、補助対象経費の２分の１を超えない額とする。
(注２)外注先が機器、設備等を購入する費用は、補助対象外とする。

その他事務費 会議費、会場賃借料、印刷製本費、資料購入費、通信運搬費及び試運転に要する経費等

特許等取得費
特許権の取得等に要する経費（弁理士の手続代行費用、外国特許出願のための翻訳料等）
(注１) 開発・改良する製品・技術に関連するものに限る。
(注２) 出願料など特許庁に支払う経費は対象外とする。

機
械

設
備
費

機械装置費 開発に必要な機械装置又は工具若しくは器具の購入等（改良、据付け、修繕）に要する経費
(注１)機械装置費は県内事業所に設置するものに限る。

労
務
費

直接人件費

開発に直接従事する従業員（補助事業者と雇用関係が結ばれている者に限る。）の製品・技術の開発業務時間に対応する人件費
(注１)人件費単価は、「健保等級」基準を使用する。
(注２)直接人件費は県内事業所に属する者に限る。
(注３)一般枠の直接人件費の上限は、補助対象経費の３分の１を超えない額とする。
(注４)イノベーション推進枠の直接人件費の上限は、補助対象経費の２分の１を超えない額とする。

謝金 指導、助言等を受けるために招へいした専門家への謝礼の支払に要する経費

旅費 社員旅費及び指導、助言等を受けるために招へいした専門家の旅費

原材料費 原材料、副資材及び消耗品の購入に要する経費

外注加工費
委託費

原材料等の再加工、設計、分析、検査等を外注、依頼等を行う場合に外注先への支払に要する経費
(注１)外注加工費及び委託費の合算の上限は、補助対象経費の ２分の１を超えない額とする。
(注２)外注先が機器、設備等を購入する費用は、補助対象外とする。

その他事務費 会議費、会場賃借料、印刷製本費、資料購入費、通信運搬費及び試運転に要する経費等

特許等取得費
特許権の取得等に要する経費（弁理士の手続代行費用、外国特許出願のための翻訳料等）
(注１) 開発する製品・技術に関連するものに限る。
(注２) 出願料など特許庁に支払う経費は対象外とする。

補助要件

注１　製品構想書・製品企画書の確認を受けるためには、申請締切の1ヶ月前までに製品開発支援チームに相談すること

補助事業 補助事業者 事業期間 経費
区分

種別
(費目） 補助対象経費の内訳 補助率及び補助限度額

事
業
費

一般枠

事
業
費

イノベーション推進枠

上記(1)、(2)に加えて、
産業競争力強化法（平
成25年法律第18号）
第２条第24項に規定す
る中堅企業者

開発チャレンジ事業

県内に本社又は主たる
事業所（支社や営業

所、工場等）を有する事
業者

（１）中小企業等経営
強化法（平成11年法
律第18号）第２条第
２項に規定する中小企
業者等

（２）農業協同組合法
（昭和22年法律第
132号）第４条に規定
する農業協同組合、水
産業協同組合法（昭和
23年法律第242号）
第11条第１項に規定す
る漁業協同組合又は森
林組合法（昭和53年
法律第36号）第９条
第１項に規定する森林
組合

製品構想書・製品
企画書については、
製品開発支援チー
ムを統括する高知
県産業振興センター
の確認（注1）を
受けたものであること

製造業分野における製
品・技術の開発を目的
とした、課題と方法が明
確な取組を行うこと

※ただし、主たる研究
開発及び製造を県内に
おいて行うものに限る

※ただし、食品、生物、
医薬品、ソフトウェア関
連製造事業は対象外
とする

‐ １年以内
・補助率：２分の１以内
・補助限度額：100万円

（申請時の下限は10万円とする）

製品開発事業

・製造業分野において
高付加価値な製品・技
術の開発を行うこと
・開発する製品・技術が
以下4点のうち１点以
上を満たすこと
１　社会課題の解決に
貢献すること
２　ユーザーの利便性
を向上させること
３　ユーザーの経済性
を向上させること
４　県内初の製品・技
術と見込まれるもの

※ただし、主たる研究
開発及び製造を県内に
おいて行うものに限る

※ただし、食品、生物、
医薬品、ソフトウェア関
連製造事業は対象外
とする。

申請時に作成する製品
企画書は以下の要件を
満たす計画とすること

【一般枠】
補助事業期間終了後
5年以内に、開発する
製品・技術の売上高が
5,000万円以上又は
企業の総売上（※）
に占める割合が5％以
上になる計画であること

【イノベーション推進枠】
補助事業期間終了後
5年以内に、開発する
製品・技術の売上高が
1億円以上又は企業の
総売上（※）に占める
割合が10％以上にな
る計画であること

※「企業の総売上」は
主として営む事業に限
るものとする

２年以内

・補助率：２分の１以内
・補助限度額：

【一般枠】1,000万円
【イノベーション推進枠】2,000万円
（申請時の下限は50万円とする）


